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新
出
土
の
古
代
文
献
が
中
国
思
想
史
を
大
き
く
書
き
換
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
そ
の
研
究
の
世
界
的
な
広
が
り
を
象
徴
す
る
の
が
、

ス
コ
ッ
ト
・
ク
ッ
ク

(
S
c
o
t
t
C
o
o
k

顧
史
考
）
氏
の
活
躍
で
あ
る
。

ク
ッ
ク
氏
は
、
一
九
六
四
年
生
ま
れ
。
ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
ガ
ン
大

学
を
修
了
し
た
後
、
同
大
学
助
理
教
授
な
ど
を
経
て
、
現
在
、
ア

イ
オ
ワ
州
の
グ
リ
ネ
ル
大
学

(
G
r
i
n
n
e
l
l
C
o
l
l
e
g
e
)

東
亜
語
言

文
学
系
の
副
教
授
。
一
九
九
五
年
に
、
博
士
論
文
《
U
n
i
t
y
a
n
d
 

D
i
v
e
r
s
i
t
y
 
i
n
 
t
h
e
 M
u
s
i
c
a
l
 
T
h
o
u
g
h
t
 
o
f
 W
a
r
r
i
n
g
 S
t
a
t
e
s
 

C
h
i
n
a
》
を
発
表
。
そ
の
後
、
新
出
楚
簡
、
特
に
郭
店
楚
簡
に
関
す

る
研
究
を
精
力
的
に
進
め
、
『
郭
店
楚
簡
先
秦
儒
書
宏
微
観
』
（
ニ

0
0
六
年
、
台
湾
・
学
生
書
局
）
を
刊
行
し
た
。

ク
ッ
ク
氏
の
存
在
を
我
々
が
知
っ
た
の
は
、
二

0
0
三
年
十
二

月
、
台
湾
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国
際
学
術
交
流
会
謡
「
日
本
漢
学

的
中
国
哲
学
研
究
与
郭
店
・
上
海
竹
簡
資
料
」
の
席
上
で
あ
っ
た
。

ス
コ
ッ
ト
。

中
国
研
究
集
刊
為
号
（
総
四
十
三
号
）
平
成
十
九
年
六
月
―

-
O
I
-
―
三
頁

ク
ッ
ク
先
生
講
演
会

当
時
ク
ッ
ク
氏
は
、
台
湾
の
中
央
研
究
院
中
国
文
哲
研
究
所
の
訪

問
学
人
と
し
て
台
湾
に
在
籍
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ニ

0
0
四
年
三
月
に
大
阪
大
学
で
行
わ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦

国
楚
簡
と
中
国
思
想
史
研
究
」
に
、
ク
ッ
ク
氏
は
、
台
湾
大
学
・

東
呉
大
学
を
初
め
と
す
る
当
地
の
研
究
者
と
と
も
に
来
日
し
た
。

「
先
秦
出
土
文
献
典
偲
世
綬
典
的
封
照
及
有
関
的
問
題
」
と
題
す

る
研
究
発
表
を
流
暢
な
中
国
語
で
行
い
、
大
い
に
驚
か
さ
れ
た
記

憶
が
あ
る
。

そ
れ
か
ら
三
年
。
ク
ッ
ク
氏
の
来
日
に
合
わ
せ
て
、
大
阪
大
学

で
の
講
演
会
を
企
画
し
た
。
我
々
戦
国
楚
簡
研
究
会
は
、
現
在
、

日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
の
支
援
を
得
て
戦
国
楚
簡
の
共
同

研
究
を
推
進
し
て
お
り
、
年
に
四

S
五
回
程
度
の
国
内
研
究
会
合

を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
第
三
十
二
回
研
究
会
を
ク
ッ
ク
氏
の
特

別
講
演
会
と
し
た
の
で
あ
る
。

桜
の
開
花
間
近
と
な
っ
た
三
月
二
十
四
日
、
大
阪
大
学
文
学
部

報
告

戦

国

楚

簡

研

究

会
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を
会
場
に
、
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
初
め
に
、
戦
国
楚
簡
研
究

会
を
代
表
し
て
、
東
北
大
学
の
浅
野
裕
一
教
授
か
ら
開
会
の
挨
拶

と
ク
ッ
ク
氏
の
紹
介
が
あ
り
、
続
い
て
約
一
時
間
、
ク
ッ
ク
氏
の

中
国
語
に
よ
る
講
演
が
あ
っ
た
。
演
題
は
、
「
郭
店
楚
簡
〈
語
叢
四
〉

篇
新
解
」
。
郭
店
楚
簡
の
中
で
特
異
な
資
料
と
さ
れ
て
い
る
『
語
叢
』
。

そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
思
想
的
に
異
質
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る

『
語
叢
四
』
を
取
り
上
げ
、

(
1
)
第
六
簡
と
第
二
十
六
簡
を
接
続

さ
せ
る
、

(
2
)
第
二
十
七
簡
と
第
七
簡
を
接
続
さ
せ
る
、

(
3
)

第
十
簡
と
第
十
一
簡
の
文
章
の
句
読
符
号
を
変
更
す
る
な
ど
、
そ

の
内
の
三
箇
所
に
つ
い
て
新
解
釈
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

休
憩
の
後
、
茶
話
会
の
形
式
で
約
一
時
間
、
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
た
。
出
席
者
の
一
人
、
大
阪
産
業
大
学
の
大
川
俊
隆
教
授
は
、

ク
ッ
ク
氏
が
第
十
簡
と
第
十
一
簡
の
句
読
符
号
に
誤
り
が
あ
る
と

指
摘
し
て
句
読
を
変
更
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
う
し
た
用
例
は

他
に
も
あ
る
の
か
、
で
き
る
だ
け
（
句
読
符
号
を
含
め
た
）
原
典

を
尊
重
し
て
解
釈
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
質
問
し
た
。
こ
れ
は
、

新
出
土
資
料
に
対
す
る
基
本
的
な
研
究
の
方
法
論
を
質
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ク
ッ
ク
氏
は
、
同
様
の
用
例
は
残
念

な
が
ら
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
当
該
箇
所
は
原
文
の
ま
ま
で
解

釈
す
る
に
は
問
題
が
あ
り
、
書
写
時
点
の
誤
り
と
い
う
可
能
性
は

十
分
に
考
え
ら
れ
る
、
解
釈
の
―
つ
の
可
能
性
と
し
て
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
、
と
回
答
し
た
。

ま
た
、
鹿
児
島
大
学
の
末
永
高
康
助
教
授
は
、
ク
ッ
ク
氏
が
押

韻
に
注
目
し
て
『
語
叢
四
』
の
新
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
を

評
価
し
た
い
、
と
の
感
想
を
述
べ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
広
島

大
学
の
橋
本
敬
司
助
教
授
は
、
中
国
古
典
に
お
け
る
「
口
伝
」
に

注
目
す
る
立
場
か
ら
、
当
初
口
伝
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
ど
の
よ

う
に
文
字
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
ク
ッ
ク
氏
が
指
摘
し
た
『
語

叢
四
』
の
押
韻
と
口
伝
と
に
は
何
か
関
係
が
あ
る
の
か
と
質
問
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ク
ッ
ク
氏
は
、
明
確
に
は
分
か
ら
な
い
が
、

押
韻
は
記
録
し
や
す
く
残
り
や
す
い
性
質
が
あ
る
、
と
回
答
し
た
。

一
方
、
戦
国
楚
簡
研
究
会
か
ら
は
、
浅
野
裕
一
教
授
が
、
第
十

簡
と
第
十
一
簡
に
ま
た
が
る
「
匹
婦
愚
夫
不
知
其
郷
之
小
人
君
子
。

食
薙
悪
知
終
其
葉
」
に
つ
い
て
、
「
小
」
の
右
下
に
見
ら
れ
る
合
文

号
を
同
時
に
重
文
号
と
み
な
し
、
「
匹
婦
愚
夫
不
知
其
郷
之
小
人
君

子
。
小
人
食
施
悪
知
終
其
葉
」
と
読
め
な
い
か
。
つ
ま
り
、
匹
婦

愚
夫
に
人
を
見
る
目
が
欠
け
て
い
て
、
郷
里
に
住
む
小
人
と
君
子

の
判
別
が
つ
か
ず
、
ま
た
小
人
に
は
今
し
か
見
え
ず
、
将
来
を
予

見
で
き
な
い
と
い
う
意
味
に
解
釈
で
き
な
い
か
、
と
新
た
な
提
案

を
し
た
。
ク
ッ
ク
氏
は
、
こ
れ
で
問
題
が
解
決
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
と
答
え
た
。

ま
た
、
島
根
大
学
の
福
田
哲
之
教
授
は
書
法
の
立
場
か
ら
、
ク

ッ
ク
氏
の

(
1
)
と

(
2
)

の
新
解
釈
を
支
持
し
た
。
つ
ま
り
、

第
六
簡
と
第
七
簡
、
第
二
十
六
簡
と
第
二
十
七
簡
は
、
そ
れ
ぞ
れ
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スコット・クック先生（中央）

出席者集合写真
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の
筆
画
の
太
さ
が
不
自
然
に
異
な
る
の
に
対
し
、
ク
ッ
ク
氏
が
提

起
す
る
第
六
簡
と
第
二
十
六
簡
、
第
二
十
七
簡
と
第
七
簡
の
連
接

案
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
画
の
太
さ
が
合
致
し
て
筆
脈
が
き

わ
め
て
自
然
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ク
ッ
ク
氏
の
見
解
は
書
法

面
か
ら
も
傍
証
さ
れ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
質
疑
応
答
は
、
極
め
て
充
実
し
た
内
容
で
あ
り
、

ク
ッ
ク
氏
も
出
席
者
も
、
『
語
叢
四
』
お
よ
び
新
出
土
資
料
の
研
究

全
般
に
つ
い
て
知
見
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

ク
ッ
ク
氏
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
新
出
土
資
料
の
研

究
者
は
、
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
も
の
の
、
金
文
資
料
や
竹
簡
資
料

は
大
い
に
注
目
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
確
か
に
、
新
出
土
資

料
の
研
究
は
、
中
国
大
陸
や
台
湾
の
研
究
者
の
数
が
圧
倒
的
に
多

い
。
し
か
し
、
諸
外
国
に
は
、
先
鋭
な
研
究
を
発
表
し
て
い
る
学

者
が
い
る
こ
と
も
、
ま
た
確
か
な
事
実
で
あ
る
。

我
々
戦
国
楚
簡
研
究
会
で
は
、
今
後
も
、
こ
う
し
た
世
界
の
研

究
者
と
の
国
際
交
流
を
積
極
的
に
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

る。
な
お
、
当
日
の
出
席
者
は
十
八
名
、
時
間
は
午
後
二
時
か
ら
四

時
、
会
場
は
大
阪
大
学
文
学
部
中
庭
会
議
室
で
あ
っ
た
。（
湯
浅
邦
弘
）

(113) 


